
（別紙３）

～ 2026　年　8　月　14　日

（対象者数） 　17名 （回答者数） 　12名

～ 2026　年　8　月　14　日

（対象者数） 　7名 （回答者数） 　7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・音楽や照明などの工夫を検討する

2

・現在リハビリを実施していない方への今後のアプローチを

検討

3

・どのような対応をしたらご利用者にとって良かったかや、

いろいろな表情を引き出せたかをご家族に共有する

・施設ならではの取り組みを今後も検討し、提供することで

ご利用者やご家族だけでなく、スタッフのやりがいに繋げら

れるようにしていく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・しろくまだよりの定期発行による取り組みの報告実施

2

・参加者のご家族に報告を行う

・しろくまだよりに訓練の様子を載せ、報告する

3

○事業所名  しろくまナーシング

○保護者評価実施期間
2026　年　8　月　1　日

○保護者評価有効回答数

2026　年　8　月　1　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026　年　8　月　20　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・外部とのかかわり ・ご家族のニーズ調査ができていない

・時間やスタッフ数の確保が難しく、実現に至っていない

・訓練実施に関しての報告 ・避難訓練実施の報告やお知らせができていない

・入浴支援 ・看護師付き添いのもと、スタッフ3名で安全に配慮しな

がら入浴を行っている

・季節に合わせた入浴剤を使用したり、おもちゃなどを使用

し、視覚や嗅覚などから楽しんでいただけるように取り組ん

でいる

・リハビリテーション支援 ・理学療法士によるリハビリを実施

・専門的な視点から、ご利用者の安楽な姿勢やポジショニン

グの検討や実施

・看護師とともに排痰ケアの実施

・専門職による丁寧でぬくもりのあるケア ・看護師による丁寧な医療ケアを行っている。その日の体調

や表情に合わせて、ご家族と連携をこまめに取りながらその

方にとってより良いケアや対応方法を都度検討し対応してい

る

・レクリエーションや遊び・工作活動を行い、通所すること

の楽しみや刺激を提供し、普段の生活をより良いものにでき

るよう支援している

事業所における自己評価総括表公表


